
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７５日間の学校生活を無事終了しました・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

                               

 ６月下旬以来、約１か月間に亘って各学年で水泳学習を積み重ねてきました。最初、子供たちには「水の事故

から自分の命を守りながら、自分の目標を持ちしなやかに泳ぐこと」を話しました。そして、「記録会」ではな

く「学習発表会」という形で、２日間に分けて子供たちの学びの成果をご参観いただきましたが、子供たちの姿

はどのように映ったでしょうか。お忙しい中、ご来校いただきありがとうございました。夏季休業中も安心・安

全な中で、各ご家庭で水遊びや水泳の経験を重ねていただければ幸いです。 

 経営キーワード「一歩踏み出す力（主体性）」「チーム力（協働・対話）」「考え抜く力（解決・創造）」

 

繋 
令和６年度 学校便り 

Ｒ６．７．３１ 

 ＮＯ  ９ 

校長 秋場 一憲 

 

学校教育目標「未来をひらき、しなやかに生きる力を育む教育」 

１年生：輪くぐり ２年生：ラッコ浮き 

３年生：ビート板キック 
４年生：クロール 

５年生：ゴールの瞬間 ６年生：平泳ぎ 

 ７月２５日（木）に終業式を行い、７５日間に

及ぶ１学期の学校生活を終了しました。終業式の

校長講話で「大きな事故や怪我が無かった喜び」

と「各学年・学級の素晴らしい姿」を話しました。

と同時に、２学期には「友達とのかかわりと言葉

遣いを考えていくこと」と「学校や地区のお気に

入りの学習を本格的に進めること」も話しまし

た。保護者並びに地域の皆様方のご協力に心から

感謝申し上げます。 

校長講話 

代表児童がんばり発表 



谷地南部っ子の心と体の健康を   ～ 学校保健委員会で話題になったこと ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの健全育成のために                           
 毎年度、西村山地区内の児童生徒の健全育成を図るために、学校・ＰＴＡ・警察連絡協議会が開催されていま

す。今年度は、７月３日（水）に開催され、細谷ＰＴＡ会長さんと校長が出席しました。教職員の指導だけでな

く、保護者並びにご家族、地域の皆様方の温かく厳しい目もあることで、子供たちの安心・安全な生活が築ける

ものと思います。重要な協議内容の骨子を下記にお知らせしますので、この夏季休業中も有効に活用し子供たち

への声がけや見守り等をお願いいたします。 

 

 ○管内で発生した直近の交通事故事案が複数ある。 

・運転手が、横断歩道を横断中の生徒２名に気づくのが遅れ衝突。自動車は停車しないかもしれないと 

考え、しっかりと停車したことを確認してから道路を横断して欲しい。 

・高校生運転の自転車が急に方向を変え、後方から来た自動車と接触。ヘルメットを着用していたため、 

 死亡事故に繋がらなかった。自転車を乗る際のヘルメット着用を強く勧めて欲しい。 

 ○子どもや女性を狙った犯罪が、これまで１０件発生している。 

  ・車に乗るように誘う声かけ事案が４件、登下校中の子どもの容姿をスマホで 

撮影する盗撮事案が２件発生している。登下校時並びに帰宅後の安全指導を 

徹底して欲しい。 

 ○県内でも「オーバードーズ」事案が発生している。 

  ・「オーバードーズ」とは医療品を過剰服用してしまうことで、誤ってではなく 

   意図的に感覚や気持ちの変化を引き起こすために行っている。 

  ・１０～２０代女性に見られ、最初はＳＮＳでの情報が契機になっている。 

 ７月上旬、青森県弘前市で校長の研修会があり参加し
ました。記念講演の中で「小学校の健康教育充実と健康
に係る社会力が平均寿命に大きく影響している。」との興
味深いお話を拝聴してきました。 

 そして、本校の健康教育の方向性と、保護者・地域・
行政と連携し実施できることを考える学校保健委員会
を、７月１８（木）に開催しました。本校の体育・食育・
保健指導を報告後、「子供たちが、メディアを含め、自分
の時間を上手に自己管理できるようにするために、学校・
家庭・地域でできること」をテーマに話し合いました。 

 話し合った結果の骨子を下記にお知らせいたします。
ぜひ、それぞれのお立場でできることを考え、実践に繋
げていただければ幸いです。 

 
【話題になったこと（骨子）】 

①子供たちの様子等で気になっていること 

 ・視力の低下のほか、肥満傾向の子どもが増えていること。 

 ・習い事等により就寝時刻が遅くなり睡眠時間が短いこと。 

 ・メディアに関する知識獲得が低年齢化し、ゲーム内の交友関係や LINE上のトラブルが見えにくい。等 

②学校・家庭・地域（行政も含む）でできること 

 ・遊び方も教えながらたくさん遊ばせ、疲れさせて帰宅させることで、早寝に繋げる。（学校） 

 ・生活リズムアンケート等を活用し、メディア教育も充実させることで、時間管理に繋げる。（学校） 

 ・メディアとの付き合い方等の問題を子供たちに考えさせ、自己選択・決定させていく。（学校） 

 ・朝食を主食のみとせず、主菜も摂らせていくとともに、正しい食生活を習慣づける。（家庭） 

・メディアに触れない時間を別の方法で充実させるとともに、メディアと付き合う前提で、正しい付き合い

方を親子で話し合っていく。（家庭） 

 ・健康教育やメディア教育等に係る専門講師の情報を収集し招聘する。（地域） 

③学校医からのご指導 

 ・肥満傾向にある子どもについては、将来的に生活習慣病に繋がる恐れがあるので早めの受診を勧めたい。 

 ・今後も学校・家庭・地域が連携し、子供たちの健康教育を充実させていきたい。 

３つのグループ分かれて話し合いました 


